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松
江
・
八
束
く
に
び
き
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
（
奥
名
昭
一
会
長
・

46
名
）
は
4
月
20
日
、
東
京
の
六
本
木
ヒ
ル
ズ
で
開
催
さ
れ

た
、
第
2
回
「
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

ｏ
ｆ 
Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｄ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ 

2
0
1
8
」（
株
式
会
社
サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ
主
催
、
萩
芳
彰
代
表
取

締
役
）
に
お
い
て
、
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
部

会
を
代
表
し
、
石
原
安
夫
さ
ん
（
東
出
雲
町
）
が
出
席
。
全
国

に
約
4
0
0
あ
る
契
約
産
地
か
ら
同
部
会
を
含
む
、
8
産
地
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、
県
内
で
は
唯
一
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

カ
ッ
ト
野
菜
の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る
サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ

が
、
主
要
原
料
と
な
る
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
を
対
象
に
高
品

質
な
も
の
を
表
彰
。
野
菜
ご
と
に
評
価
基
準
が
設
け
ら
れ
て

お
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
の
継
続
的
な
出
荷
（
平
成
29
年
度

は
95
・
4
㌧
）
と
良
品
質
生
産
が

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
至
り

ま
し
た
。

奥
名
会
長
は
こ
の
吉
報
を
受

け
、「
安
定
し
て
よ
い
も
の
を
供

給
出
来
て
い
る
の
で
、
信
用
に
つ

な
が
っ
て
い
る
」
と
自
信
を
の
ぞ

か
せ
ま
し
た
。

ま
た
、「
今
後
も
、
良
品
質
な

く
に
び
き
キ
ャ
ベ
ツ
の
生
産
に
全

部
員
で
力
を
注
ぎ
、
出
荷
先
か
ら

高
い
評
価
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
」
と
語
り
ま
し
た
。

く
に
び
き
地
区
本
部
は
、
松
江
市
を

拠
点
に
活
動
し
て
い
る
、
松
江
シ
テ
ィ

Ｆ
Ｃ
（
鈴
木
惠
朗
代
表
取
締
役
社
長
・

選
手
ス
タ
ッ
フ
30
名
）
の
新
規
会
員
向

け
特
典
に
、
管
内
産
野
菜
の
詰
め
合
わ

せ
「
く
に
び
き
っ
こ
」
が
採
用
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

松
江
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｃ
は
、
現
在
（
5
月

末
時
点
）、
中
国
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
で

首
位
に
立
ち
、
Ｊ
Ｆ
Ｌ
（
日
本
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
リ
ー
グ
）
昇
格
に
最
も
近
い
位

置
に
い
ま
す
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
従
来
か
ら
の
「
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
会
員
」
に
加
え
、
県
外
の

企
業
・
個
人
を
主
な
対
象
と
し
て
、
こ

の
ほ
ど
「
地
元
全
力
応
援
会
員
」
を
新

設
。
鈴
木
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
「
地

元
の
お
い
し
い
野
菜
を
県
外
の
フ
ァ
ン

に
も
特
典
と
し
て
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
依
頼
が
あ
り
、
応
援
口
数
に
応
じ

「
く
に
び
き
っ
こ
」
を
届
け
る
も
の
。

当
地
区
本
部
は
平
成
26
年
10
月
か
ら

同
ク
ラ
ブ
に
「
衣
食
住
パ
ー
ト
ナ
ー
支
援
」
と
し
て
毎

月
1
回
、
管
内
産
の
旬
な
野
菜
や
米
を
提
供
し
、
食
の

面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

松
江
か
ら
Ｊ
Ｆ
Ｌ
昇
格
を
目
指
す
同
ク
ラ
ブ
を
応
援

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

※�「地元全力応援会員」は1口1０,０００円から入会可能です。詳細は松江シティＦＣの
ホームページよりご確認ください。　https://football.matsue-city.com/

松
江
・
八
束
く
に
び
き

キ
ャ
ベ
ツ
部
会
が

―
サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ
産
地
表
彰
式
―

最
優
秀
賞
に
輝
く

引き続き、良質米生産（過乾燥・水分過多防止）に取組むことを目的に米麦水分計の点検整備を下記のとおり実施します。ぜひ、
ご点検下さい。

松江シティＦＣを全力応援！
～会員特典に「くにびきっこ」が採用される～

野菜の詰め合わせ
「くにびきっこ」

くにびき地区本部は「農業者の所得増大」、「農業生産の拡大」
に向けて全力で取り組んでいます。

項　　　　目 締切日までの受付分

点検
料金

ケットライスタ型 1,620円/台
ケットPM･PB型 3,240円/台
静岡製機水分計 1,620円/台
上記以外銘柄水分計 2,160円/台

調整料金 1,620円/台
修理料金 3,240円/台
部品代金 実　費

●締 切 日：平成３０年７月２日（月）
●提 出 先：最寄の支店・ふれあい店または農機センターまで
●対 象 銘 柄：�ケット科学研究所・静岡製機社製の水分計水分計に荷札を付け、住所・

氏名・電話番号・型式を記入し、事前に不調・不具合が分かっている場
合はその内容についても記入して下さい。

●完了予定日：�８月上旬　点検が完了しましたら各担当がお届け致します。
●�点検整備代は次のとおりとなります。（税込金額）締切日以降の依頼については、点検
料が割高になります。� �
※点検代金は口座引落とさせていただきます。

米麦水分計の点検整備のご案内

お問い合わせは　くにびき地区本部 農機センター TEL：0852-55-３0６６

▲
表
彰
記
念
品
を
授
与
さ
れ
る

　
石
原
さ
ん（
右
）
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異
な
る
品
種
の
稲
を

使
っ
て
絵
を
描
く
「
田
ん

ぼ
ア
ー
ト
」
の
田
植
え
体

験
が
5
月
26
日
、
西
忌
部

町
の
水
田
で
開
か
れ
ま
し

た
。
親
子
連
れ
や
地
域
住

民
の
他
、
協
力
団
体
の
水

道
局
職
員
や
Ｊ
Ａ
職
員
な

ど
90
名
が
参
加
し
、
苗
を

ひ
と
つ
ひ
と
つ
植
え
な
が
ら
、
稲
の
成
長
を
願
い
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
は
、
忌
部
の
豊
か
な
自
然
を
体
感
し
、
稲

作
体
験
を
と
お
し
て
食
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

忌
部
地
区
流
出
水
対
策
協
議
会
（
松
浦
久
義
会
長
）
な
ど
が
、

2
0
1
1
年
か
ら
企
画
し
、
今
年
で
8
年
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
は
、
17
㌃
の
水
田
に
、
古
代
米
4
種
類
と
き
ぬ
む
す

め
を
植
え
、
島
根
県
の
観
光
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
し

ま
ね
っ
こ
」
を
描
き
ま
す
。
事
前
に
松
江
高
専
の
教
員
と
学

生
が
、
測
量
と
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
く
に
び
き
地
区
本
部
運
営
委
員

も
務
め
る
松
浦
会
長
が
「
道
路
脇
か
ら
綺
麗

に
見
え
る
よ
う
に
測
量
し
て
あ
る
。
7
月
～

8
月
頃
に
は
見
頃
を
迎
え
る
の
で
、
多
く
の

人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
挨
拶
。
そ
の
後
、

一
斉
に
田
植
え
を
開
始
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
初
め
て
入
る
田
ん
ぼ
に
足
を
と
ら

れ
た
り
、
カ
エ
ル
な
ど
の
生
き
も
の
に
驚
い

た
り
し
な
が
ら
も
懸
命
に
田
植
え
を
し
て
い

ま
し
た
。

松
江
市
の
国
際
交
流
員
で
韓
国
出
身
の
朴パ
ク

智チ

慧ヘ

さ
ん
は
「
田
植
え
は
初
め
て
。
生
産
者

の
苦
労
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
今
ま

で
以
上
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
お
米

を
食
べ
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

9
月
下
旬
に
は
収
穫
祭
を
開
催
し
、
参
加

者
に
は
精
米
2
㌔
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

親子連れら90名が田植え体験
田んぼアートに挑戦！

島
根
県
議
会
議
員
で
構
成
さ
れ
た
農
水
商
工
委
員

会
（
加
藤
勇
委
員
長
）
の
8
名
が
5
月
29
日
、
地
区

本
部
中
海
干
拓
事
業
所
を
実
地
調
査
の
た
め
訪
れ
ま

し
た
。
委
員
の
他
に
県
職
員
、
Ｊ
Ａ
役
職
員
、
10
名

の
認
定
農
業
者
・
新
規
就
農
者
な
ど
37
名
が
出
席
し

活
発
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
「
地
域
産
業
及
び
農
林
水
産
業
の
発
展
に
向
け
た

人
材
確
保
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
・
検
討
中
。
今
回
は
、

当
地
区
本
部
な
ど
4
カ
所
を
1
泊
2
日
の
予
定
で
調
査
す
る
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
。

当
日
は
、
加
藤
委
員
長
の
司
会
で
進
行
。
栗
原
令
く
に
び
き
地

区
本
部
部
長
の
挨
拶
後
、
農
業
者
か
ら
主
な
経
営
概
要
を
発
表
。

そ
の
後
、
各
委
員
か
ら
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
販
路
は
多
様
に
あ
る
の
か
」
と
委
員
か
ら
の
問
い
に
、
中
海
干

拓
地
で
キ
ャ
ベ
ツ
5
・
6
㌶
を
栽
培
す
る
野
津
一
修
さ
ん
（
43
）

は
「
今
は
共
販
が
主
で
あ
り
、
独
自
の
販
路
は
考
え
て
い
な
い
。

く
に
び
き
キ
ャ
ベ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
よ
う
、
品
質
向
上

に
努
め
た
い
」
と
意
欲
を
示
し
、
そ
の
後

も
活
発
な
意
見
交
換
が
続
き
ま
し
た
。

最
後
に
認
定
農
業
者
で
あ
り
松
江
市
農

政
会
議
の
上
山
根
晴
久
会
長
が
「
農
家
に

対
す
る
県
の
支
援
を
も
っ
と
見
え
る
形

で
、
お
願
い
し
た
い
」
と
要
望
し
、
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

携帯電話やスマートフォンのメールに登録して頂ければ、水稲の生育状況や肥培管理に関する情報をタイムリーにお伝えする
ことができます。登録方法も簡単ですので、ぜひご登録ください。

▲
う
っ
す
ら
と
浮
か
び
上
が
る
し
ま
ね
っ
こ

くにびき地区本部の取り組み

専用のメールアドレスへ、お持ちの携帯電話
から空メールを送信してください。

登録後すぐに受信が可能とな
ります。

もしくは、カメラ機能を利用し、右のQRコー
ドによりメール作成が可能です

※�メールの受信にあたり、迷惑メール受信拒否
設定が行われている場合は当該ドメインを対象
外にしてください。
※�登録以前に提供された情報については配信され
ません。

稲作メール配信サービス実施中

懸命に田植えに取り組む参加者

意見を述べる野津一修さん（右から2人目）

質問する委員

inasaku.kun@ja-shimane.gr.jp

島根県議会議員 現地調査！
中海干拓事業所で活発な意見交換

水稲栽培
管理に
お役立て
下さい！
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
く
に
び
き
女
性
部
（
中
島
和
子
部
長
・
7
2
9
名
）
は
5
月
11
日
、
第
23
回
通
常
総
会
を
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
き
ま
し

た
。
今
年
度
の
活
動
計
画
な
ど
全
て
の
議
案
を
承
認
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
女
性
部
員
と
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
1
4
0
人
が
出
席
。
冒
頭
、
中
島
部
長
は
「
全
国
的
に
女
性
部
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

当
女
性
部
は
、
目
的
別
グ
ル
ー
プ
活
動
や
川
津
支
部
設
立
等
の
仲
間
づ
く
り
活
動
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
1
1
8
名
の
増
員
と
な
っ
た
。
今

後
も
楽
し
み
な
が
ら
活
動
し
、
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
栗
原
令
本
部
長
は
「
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｊ
Ａ
に

と
っ
て
、
女
性
の
意
見
は
重
要
。
今
後
も
女
性
部
の
活
躍
に
は
期
待
し
て
い
る
」
と
、
述
べ
ま
し

た
。今

年
度
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
三
か
年
計
画
の
最
終
年
度
。「
心
ひ
と
つ
に　

地
域
と
と
も
に
！
」

を
活
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
女
性
部
支
部
の
全
支
店
設
置
と
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓａｎ
・ｓａｎ
館

で
の
食
と
農
を
基
軸
と
し
た
、
料
理
講
座
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
7
月
に
開
催
さ
れ
る
「
中
四
国
地
区
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
に
島
根
県
代

表
と
し
て
発
表
す
る
、
津
田
支
部
の
諏
訪
智
子
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
も
食
と
農
を
通
じ
て
繋
が
る

縁
を
大
事
に
し
、
笑
顔
が
広
が
る
女
性
部
を
め
ざ
し
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」

と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
は
、
記
念
事
業
と
し
て
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
ず
も
女
性
部
塩
冶
支
部
の
「
え
ん
ま
ん

座
」
が
公
演
。
座
長
の
飯
國
恵
美
子
さ
ん
は
、
そ
の
取
り
組
み
内
容
を
今
年
二
月
に
開
催
さ
れ
た

「
全
国
家
の
光
大
会
」
の
記
事
活
用
体
験
の
部
に
お
い

て
発
表
し
、
見
事
全
国
一位
と
な
る
志
村
源
太
郎
賞
を

受
賞
。
ユ
ー
モ
ア
た
っぷ
り
の
演
目
と
衣
装
や
振
付
、
寸

劇
の
台
本
ま
で
、
す
べ
て
自
分
た
ち
で
手
作
り
し
た
舞

台
に
、
会
場
は
笑
顔
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ム
ス
イ
鍋
や
エ
ー
コ
ー
プ
酢
が
販
売
さ
れ

た
ほ
か
、
女
性
部
員
手
作
り
の
菓
子
や
加
工
食
品
な
ど

の
売
場
も
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
部
員
は
目
当
て

の
品
を
買
い
求
め
、

互
い
の
近
況
な
ど
に

つ
い
て
語
り
合
い
な

が
ら
、
交
流
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

えんまん座による公演女性部員よる加工品販売

スタントマンによる実演

誓いを述べる福寄生徒会長（右）

活動発表をする
諏訪智子さん

「
心
ひ
と
つ
に

地
域
と
と
も
に
！
」く
に
び
き

女
性
部

総
会
開
催

く
に
び
き
地
区
本
部
と
Ｊ
Ａ
共
済

連
島
根
は
、
松
江
警
察
署
と
連
携
し

5
月
29
日
に
、
松
江
市
立
第
三
中
学

校
で
「
Ｊ
Ａ
共
済
自
転
車
交
通
安
全

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
全
校
生
徒
と
教
職
員
、

地
域
交
通
安
全
協
会
の
会
員
な
ど
約

3
0
0
名
が
参
加
。
交
通
事
故
の
再

現
を
通
じ
、
事
故
の
衝
撃
や
恐
怖
を

実
感
し
、
小
さ
な
ル
ー
ル
違
反
や
油

断
が
重
大
な
事
故
を
招
く
危
険
性
が

あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

冒
頭
、
地
区
本
部
の
川
上
悟
司
副

本
部
長
が
「
Ｊ
Ａ
は
、
交
通
安
全
へ

の
意
識
向
上
を
目
的
に
、
反
射
タ
ス
キ
の
贈
呈
や
交
通
安
全
教
室

な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
安
全
リ
ー

ダ
ー
委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
自
転
車
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
モ
デ
ル
校
に
指

定
さ
れ
た
三
中
の
福ふ
く

寄よ
り

歩あ
ゆ
夢む

生
徒
会
長
は
「
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

他
校
や
市
民
の
見
本
に
な
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
」
と
誓
い
を
述
べ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
7
人
が
、
な
が
ら
運
転
や
二
人

乗
り
の
違
反
運
転
、
運
転
者
の
死
角
で
発
生
す
る
事
故
な
ど
を
再

現
。
生
徒
た
ち
は
時
折
声
を
上
げ

な
が
ら
も
真
剣
な
眼
差
し
で
、
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

矢や
が
し
ら頭
朋と
も
貴き

生
徒
副
会
長
は
「
ス

タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る
実
演
で
事
故

を
起
こ
し
や
す
い
状
況
が
よ
く
わ

か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
守
り
市
民
の
見
本
に
！

松
江
三
中
で
交
通
安
全
教
室
開
催

―女性部支部の全支店設置を目指す―
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夏
の
よ
う
な
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

５
月
下
旬
。

中
海
干
拓
地
に
あ
る
約
２
㌶
の
圃
場

で
、
く
に
び
き
キ
ャ
ベ
ツ
や
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
を
栽
培
し
て
い
る
、
奥
名
昭
一
さ

ん
。「
自
分
に
は
農
業
ぐ
ら
い
し
か
な

い
か
ら
」
と
謙
遜
し
な
が
ら
日
々
、
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
修
行

奥
名
さ
ん
は
西
川
津
町
で
生
ま
れ
育

ち
、
生
家
で
の
米
作
り
を
幼
少
期
か
ら

手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。「
小
さ
い
頃
か

ら
農
作
業
は
日
常
だ
っ
た
」
と
話
し
ま

す
。
農
業
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
成
長

し
、
農
業
に
対
す
る
意
欲
が
日
に
日
に

増
す
な
か
、
も
っ
と
知
識
を
深
め
よ
う

と
20
歳
の
頃
、
国
の
「
短
期
農
業
労
務

者
派
米
制
度
」
を
利
用
し
、
ア
メ
リ
カ

の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
渡
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
３
年
間
、
農
業
の
修
業
を

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
現
地
で
は
、
主
に

キ
ャ
ベ
ツ
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
野
菜
や
果

樹
を
栽
培
。
最
新
式
の
機
械
や
気
候
の

良
さ
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
の

思
い
出
は
、「
休
み
に
な
る
と
、
車
を

借
り
て
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
や
ラ
ス

ベ
ガ
ス
に
行
っ
て
観
光
し
た
こ
と
」
と

笑
顔
。
当
時
を
振
り
返
り
「
若
い
う

ち
に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
た
お
か
げ

で
、
違
っ
た
角
度
か
ら
農
業
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

く
に
び
き
キ
ャ
ベ
ツ
と
の
出
会
い

米
を
中
心
に
栽
培
し
て
い
た
奥
名
さ

ん
で
す
が
、
野
菜
を
大
規
模
に
や
ろ
う

と
一
念
発
起
し
、
平
成
元
年
、
国
営
事

業
で
中
海
干
拓
の
農
地
造
成
が
さ
れ
た

の
を
期
に
圃
場
を
購
入
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
当
時
推
奨
作
物
だ
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ

と
出
会
い
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。
栽

培
を
始
め
て
す
ぐ
に
「
松
江
・
八
束

く
に
び
き
キ
ャ
ベ
ツ
部
会
」
も
設
立
さ

れ
、
初
代
の
会
長
に
就
任
し
現
在
に
至

る
ま
で
30
年
間
務
め
て
い
ま
す
。
ま

た
平
成
24
年
に
は
、「
美
味
し
ま
ね
認

証
（
高
い
安
全
性
と
優
れ
た
品
質
を
兼

ね
備
え
た
産
品
を
生
産
す
る
生
産
者
を

知
事
が
認
証
）」
に
も
認
証
さ
れ
、
県

内
お
よ
び
関
西
地
方
の
ス
ー
パ
ー
や
、

学
校
給
食
な
ど
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
度
、
そ
の
努
力
が
報

わ
れ
、「
第
２
回
Ｇ
ｒ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

ｏ
ｆ 

Ｓ
ａ
ｌ
ａ
ｄ 

Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ 

２
０
１
８
」

（
主
催
：
株
式
会
社
サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ
）

に
お
い
て
全
国
約
４
０
０
の
契
約
産
地

の
な
か
か
ら
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
※
詳
細
は
10
ペ
ー
ジ
掲
載

キ
ャ
ベ
ツ
以
外
に
も
、
連
作
障
害
を

防
ぐ
た
め
に
栽
培
し
て
い
る
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
が
、
糖
度
が
高
く
美
味
し
い
と
評
判

で
、
常
連
も
付
く
ほ
ど
。
そ
ん
な
奥
名

さ
ん
で
す
が
「
野
菜
は
価
格
変
動
が
激

し
い
け
ん
、
常
に
気
が
抜
け
ん
わ
」
と

言
葉
と
は
、
裏
腹
に
笑
顔
で
語
り
ま
す
。

楽
し
み
は
海
外
旅
行

農
作
業
で
多
忙
な
日
々
を
過
ご
す
奥

名
さ
ん
の
楽
し
み
は
、
海
外
旅
行
。
毎

年
一
回
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
、
旅
行

に
出
掛
け
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
約
20

カ
国
も
の
国
を
巡
り
、
見
聞
を
深
め
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
南
米
の
イ
グ
ア

ス
の
滝
や
エ
ジ
プ
ト
の
景
色
は
「
格
別

だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。「
世
界

は
広
い
。
ま
だ
ま
だ
行
っ
て
み
た
い
国

が
た
く
さ
ん
あ
る
け
ん
、
こ
れ
か
ら
も

農
業
に
精
を
だ
す
わ
ね
」
と
元
気
に
語

り
ま
す
。

西

川
津町　奥名昭一　さん

（7
6）

お
便
り
コ
ー
ナ
ー

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た

お
ハ
ガ
キ
の
一
部
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

地
区
本
部
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

い
つ
も
楽
し
く
拝
読
し
て
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
と
努
力
さ
れ
て
お

ら
れ
、
力
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

�

（
Ｋ
・
Ｍ
さ
ん
）

「
健
康
散
歩
」
春
野
菜
の
パ

ワ
ー
は
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
先

日
、
季
節
も
の
と
い
う
感
覚
で
た

ら
の
芽
を
食
べ
ま
し
た
が
、
こ
ん

な
に
も
栄
養
が
あ
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
で
、
知
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す�

（
Ｉ
・
Ｎ
さ
ん
）

「
し
ま
ね
び
よ
り
」
が
届
く
の
を

い
つ
も
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

各
地
で
の
頑
張
り
や
た
く
さ
ん
の

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
参
考

に
な
り
ま
す
。
家
庭
菜
園
に
と
て

も
興
味
が
あ
り
、
全
部
切
り
取
っ
て

活
用
し
て
い
ま
す
。�（
Ｙ
・
Ｙ
さ
ん
）

多
方
面
に
わ
た
り
、
掲
載
さ
れ

て
い
て
、
読
む
の
も
楽
し
く
、
勉

強
に
な
り
ま
す
。
生
産
者
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
、
座
談
会
、
家
庭
菜
園
な

ど
参
考
に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
野
々
村
先
生
の
表

紙
に
は
毎
回
感
動
し
て
い
ま
す
。

�

（
Ｎ
・
Ｈ
さ
ん
）

マルチを貼る奥名さん

一面に広がるキャベツ畑

旅行の思い出を語る奥名さん
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く
に
び
き
サ
ン
サ
ン
女
子
大
は
５

月
12
日
、
中
海
干
拓
地
に
あ
る
奥
名

昭
一
さ
ん
の
圃
場
で
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
栽
培
講
座
」
を

開
催
し
、
23
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
中
海
干
拓
研
修
セ
ン
タ
ー
で
講
師
の
奥
名
さ

ん
と
Ｊ
Ａ
中
海
干
拓
事
業
所
の
吉
田
職
員
か
ら
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
生
産
手
順
や
中
海
干
拓
地
で
の
作
付
面
積
、
収

穫
量
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
隣
接
す
る
圃
場
に
移
動
し
、
4
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
種
ま
き
の
作
業
を
開
始
。
土
に
か
け
ら
れ

た
被
覆
材
の
マ
ル
チ
に
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
穴
を

開
け
、
そ
の
穴
に
種
を
2
粒
ず
つ
ま
き
、
専
用
の
土
を
か

け
ま
し
た
。
長
さ
約
1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
畝
4
列
す
べ
て

に
種
を
ま
き
終
え
る
と
、
学
生
た
ち
は
達
成
感
に
満
ち
溢

れ
て
い
ま
し
た
。

学
生
は
「
中
腰
で
の
作
業
は
大
変
だ
っ
た
が
、
初
め
て

の
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」「
苦
労
し
た
分
収
穫
が
楽

し
み
」
と
感
想
を
話
し
、
7
月
21
日
に
行
わ
れ
る
収
穫
作

業
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

く
に
び
き
地
区
本
部
は
５
月
24
日
、

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
Ｓ
ａ
ｎ
・
ｓ
ａ

ｎ
館
で
お
茶
を
使
っ
て
ス
イ
ー
ツ
作

り
を
楽
し
む
「
新
緑
の
季
節 

お
茶
三

昧
」
を
開
催
し
、
17
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

お
茶
処
の
松
江
で
生
産
、
加
工
さ

れ
た
新
茶
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
企
画
。
く
に
び
き
女
性
部
が
講

師
と
な
り
、「
抹
茶
う
い
ろ
う
」「
緑

茶
ク
ッ
キ
ー
」「
濃
厚
抹
茶
プ
リ
ン
」

の
三
品
を
作
り
、
新
茶
と
と
も
に
味

わ
い
ま
し
た
。

講
師
か
ら
、
緑
茶
ク
ッ
キ
ー
に
は
バ
タ
ー
に
代
え
に
、

エ
ー
コ
ー
プ
商
品
「
ぶ
ど
う
の
オ
イ
ル
」
と
塩
で
あ
っ
さ

り
と
し
た
味
に
仕
上
が
る
な

ど
の
説
明
を
受
け
、
ス
イ
ー

ツ
作
り
を
開
始
。
ス
イ
ー
ツ

な
ら
で
は
の
繊
細
さ
に
苦
戦

し
つ
つ
も
、
互
い
に
工
程
や

分
量
な
ど
を
確
認
し
合
い
な

が
ら
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

完
成
後
は
新
茶
の
香
り
を
楽

し
み
な
が
ら
、
三
品
の

ス
イ
ー
ツ
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
お
茶
の

香
り
が
よ
く
、
お
い
し

か
っ
た
」「
こ
ん
な
に
簡

単
に
作
れ
る
と
は
思
わ

な
か
っ
た
。
家
で
も
い

ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ
し
て
、

楽
し
み
た
い
」
と
感
想

を
語
り
ま
し
た
。

お茶を使った三品の
スイーツ作りに挑戦！
サン☀サン料理教室開催

奥名さん（中央）から穴開けの指導を受ける学生

完成した三品のスイーツクッキーの生地を丸める参加者

トウモロコシの
栽培講座を開催

くにびき
サンサン

女子大

⃝毎日発行　⃝1カ月 2,623円（税込）
⃝お近くの新聞販売店からお届けします。

平成３０年６月１日
� ～７月３１日

期間中に１年以上の新規購読者の方に２,０００円分の
JAしまね総合ポイントを付与します！

キャンペーン特典

読みどころいっぱい
日本農業新聞は「読んで役立つ」「得する」
「楽しい」のキーワードを掲げ、「本紙でしか
読めない」「本紙にしか書いていない」という
オリジナリティーのある情報をお届けします。

お申し込みは、お近くの支店・ふれあい店・ふれあい課まで

⃝市況　⃝ニュース　⃝食農・食育
⃝天気　⃝総合営農　⃝地域農業
⃝くらし　⃝女性部� など情報いっぱい

日本農業新聞購読
キャンペーン 期 間

くにびき地区本部の取り組み
くにびき地区本部は、女性大学や料理教室の開催を通じJAのファンづくりに取り組んでいます。
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松江に伝わる郷土料理を次代へ伝承していくため各地区のメニューを季節ごとに紹介します。

フキと鶏肉の塩炒め

今月の
料理人

鹿島支部
木村　幹子 さん（右）

木村　治子 さん（中央)

古瀬　惠子 さん（左）

フキは数少ない日本原産の野菜の一つで、独特のほろ苦さと
香りは、まさに日本の春の味。冬の間に体にたまった老廃物や
脂肪を排出してくれる働きがあります。フキといえば煮しめや
佃煮などの副菜に使うことが多いですが、今回は鶏肉と炒める
ことで、手軽に作れる主菜へと変身。汁ごとご飯にのせて食べ
ても美味しいですよ。

フキは、下処理として塩をふり、板ずりをしてから
茹でることで、色よく仕上がり、後から皮もむきや
すくなります。10分（野生のものは30分）を目安に
水にさらすことで、アクが抜け苦味が和らぎます。
また、茹ですぎない方が歯ごたえがあって美味しい
ので、試してみてください。

7月のメニュー お待たせしました！大人気のフランス料理♬
7月は夏レシピで！
★ハンバーグステーキ　★キャロットスープ
★ジンジャードレッシングサラダ　★マンゴープリン
� 　（都合により変更させていただくことがあります）
募集人数　30名程度
組合員、利用者、松江市民の方を対象に募集します。
（応募者多数でご参加いただけない場合は7月20日までにご連絡します）
参加費　1,800円（当日申し受けます）

準備品　エプロン・三角巾・マスク・筆記用具など

申込締切　平成30年7月18日（水）
お申込み/お問合せ
①住所②氏名③電話番号をご記入の上、はがきまたはFAX、
Ｅメールでお申込みください。
〒690-0823��松江市西川津町1635-1
くにびき地区本部企画総務部ふれあい課
TEL：（0852）55-3018　FAX：（0852）32-6870
E-mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

サン　サン
料理教室

いつもと目先をかえていつもより華やかな食卓で
家族を驚かせてみませんか？フランス料理シェフ
三島喜久雄氏に学びます。

2018年7月30日（月） 10：00～13：00
※定刻より開始しますので、時間に余裕をもってお出かけください。

くにびき地区本部
San・san館
松江市西川津町1635-2

日
時

場
所

参加者
募集 !

①�フキの葉を切り落として、まな板の上に並べ、粗塩を振り両手のひら
で、ゴリゴリ転がす。そのまま熱湯で2分、サッと茹でる。
②�ボールに水と氷を5～ 6個いれて、フキを浸ける。水の中で皮をむき、
使うまでそのまま水に浸けておく。
③�鶏肉は、食べやすい大きさに切り、シメジは、石づきを落とし、小房に
わけ、ニンニクはスライス。フキは3～ 4㎝の長さに切る。
④�フライパンにサラダ油・ニンニクをいれ弱火で、香りが出たら強火にし
て鶏肉を炒める。
⑤�鶏肉に火が通ったら、シメジを入れてさらに炒める。シメジがしんな
りしてきたらフキを入れてサッと炒める。☆の調味料を入れ、混ぜ
合わせて出来上がり。

【作り方】

【材　料】（4人分）
・フキ…………200ｇ　　　　　・粗塩（板ずり用）……大さじ2
・鶏もも肉……1枚（約260ｇ）　・シメジ…………………1パック
・ニンニク……1片
☆塩・こしょう・黒こしょう……各少々
☆鶏がらスープの素……小さじ2　☆薄口醤油……小さじ1／2
☆ごま油…………………小さじ1　☆サラダ油……大さじ1

① ② ③
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[お申込み・お問い合せ]　�くにびき女性部事務局（くにびき地区本部ふれあい課内）� �
TEL：0852-55-3018　FAX：0852-32-6870　E-mail：community-affairs.kun@ja-shimane.gr.jp

※都合により日時・内容等を変更させていただくことがあります。※募集人数を超えた場合は抽選とさせていただきますのでご了承ください。

番号 開催日時 内容／講師／場所 募集人数 参加費

文
化
歴
史
教
室

1
平成30年
7月18日（水）
10:00～

～出雲　かんべの里～
◇�内容：自然に囲まれた風土記の里で、郷土の自然・文化を学習します。昼食後、陶芸絵
付け体験や風船まりを作りませんか？　40～60分で作れます。（午後は希望者のみ、
材料費別途支払です。どちらも1,000円）

◇講師：かんべの里　館長　錦織　明氏　　◇場所：出雲かんべの里集合　

30名
1,000円
（入館料・
昼食付）

2 9月25日（火）
16:00～19：30

～イングリッシュガーデン散策と十六夜のお月見（満願寺）～
◇�内容：イングリッシュガーデン散策後、満願寺で住職の法話を聴き、お月見弁当をいた
だきます。

◇講師：イングリッシュガーデンガイド、満願寺住職　◇場所：イングリッシュガーデン集合

30名 1,800円
（弁当付）

3
平成31年
2月25日（月）
9:30～13：00

～梅満開の菅原天満宮参拝といろり茶屋での昼食～
◇�内容：菅原道真公生誕地を訪ね、天満宮、梅の木天神、野見宿彌墓所など、周辺の物
語を学びます。その後いろり茶屋で昼食をいただきます。

◇講師：宍道町歴史案内人　五百川　秀男氏　◇場所：松江市宍道町　菅原天満宮集合

30名 1,800円
（昼食付）

営
農
加
工
グ
ル
ー
プ

4 8月21日（火）
10:00～

～夏野菜レシピ～
◇内容：超簡単！エーコープの酢を使った夏野菜のレシピに挑戦します。
◇講師：大興産業㈱　　�◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部San・san館

30名 ��500円

5
①11月11日（日）
②11月12日（月）
いずれも10：00～

～手づくりこんにゃくを作ろう！～
◇�内容：生のこんにゃく芋を使って手づくりこんにゃくを作ります。香りも舌ざわりも格別
です。

◇�講師：ＪＡしまねくにびき女性部役員
◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部　San・san館

各40名 700円

6

平成31年
①1月31日(木）
②2月17日（日）
いずれも10：00～

～無添加の手づくり味噌を作ろう！～
◇内容：無添加の手づくり味噌を作ります。来年9月は2ｋｇを配付します！
◇�講師：ＪＡしまねくにびき女性部役員
◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部　San・san館

各50名 1,200円

健
康
グ
ル
ー
プ

7 8月30日（木）
9:30～

～あなたは大丈夫？『マンモ乳がん検診』～
◇内容：触診モデルを用いた自己検診指導　検診・検査・健康教室等の展示も行います。
◇�講師：ＪＡ島根厚生連職員　◇場所：JAしまねくにびき地区本部　San･san館駐車場

40名 500円

8 10月3日（水）
13:30～

健康寿命100歳プロジェクト～体力チェック・筋トレで目指せ元気な100歳～
◇内容：体力チェックを行います。その後自分の歩きを見直す『コアウｫーク』を受講します。
◇�講師：ＪＡ島根厚生連職員　◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部営農総合センター　２階

30名 800円

9
平成31年
1月21日（月）
13:30～

～コアを整えて姿勢改善～
◇�内容：『ストレッチポール』実際に体験。【健康講座】「イキイキ脳で認知症予防」も受
講します。

◇�講師：ＪＡ島根厚生連職員　◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部営農総合センター　２階

30名 500円

趣
味
グ
ル
ー
プ

10 7月2日（月）
13:30～

～古布で作るネックレス～
◇�内容：古布で、自分だけのネックレスを作ります。使う布によって、さまざまな表情が
生まれます。

◇�講師：家の光地方講師　影山　和美氏　
◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部　San・san館

30名 1,000円

11 10月10日（水）14:00～
～『寄せ植え』を作りましょう～
◇内容：植物は見る人の心を癒します。ローズマリーなどのハーブを植えてみませんか？
◇講師：ＪＡグリーンかわつ職員　◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部　San・san館

30名 2,000円

12
平成31年
2月20日（水）
14：00～

～陶芸教室　ひな人形作り～
◇内容：粘土をこねて、オリジナル作品を作ってみませんか？
◇講師：小松原　園実氏（陶芸家；麦風工房店主　八雲町在住）
◇場所：ＪＡしまねくにびき地区本部　San・san館

30名 1,500円

申込締切

6/15
（金）

参加者
募集！

　ＪＡしまねくにびき女性部では、今年度も下記のとおり
活動を実施します。皆さんも活動に参加して、仲間との出
会いや交流でリフレッシュ！自分磨きでキラキラ輝く女性
になりませんか！（部員でない方は、年会費500円で入
会できます！）

平成30年度

ＪＡ女性部目的別グループ活動



看護師・ケアマネージャーの募集
くにびき地区本部人事課
※ご相談・お問い合わせは ℡０852-55-３０1３

勤務場所 サン・エールたまゆ
職員区分 正職員・臨時職員・パートタイム職員
待　　遇 当組合規程による

※各相談とも無料で
　お受けしています。7

7月18日㈬・19日㈭7月 ふれあい訪問日

○くにびき地区本部金融共済部ローン営業センターで
は、毎週土曜日（10：00～15：00）に休日住宅
ローン相談会を開催しています。要予約。
◆お問合せは
　 �0120-988-380�まで。

日 曜日 相談会内容 場所・時間
5 木 税務相談会 東出雲支店（TEL：52-2022）10：00～12：00
6 金 税務相談会 玉 湯 支 店（TEL：62-1313）10：00～12：00
※税務相談会のご予約は、開催日２日前までにお願いします。予約先：開催会場となる支店まで。

機械洗車メニュー

お問い合わせは
くにびき地区本部自動車センター
TEL（0852）55-３077

水洗い 200円

シャンプー 400円

ワックス 700円

超撥水
シルキー
コート 1,000円

JAしまねでは 各専門家 と連携し、このような問題に対し総合的にサポートいたします。

相続 安心贈与 無料のご相談は の
へJA相談窓口

こんなご心配を解決します！

ワンストップサービスだから手間いらず！

相続
贈与

●相続税っていくらかかるの？
●相続で揉めないようにしたい。
●遺言の書き方が知りたい。
●子や孫に生前贈与したい。
●節税対策を検討したい。その他いろいろ

●�土地、建物の名義変更はどうすれば
いいの？
●不動産や自動車の処分は？
●�忙しくて金融機関や保険会社等の相
続手続きが行えない。その他いろいろ

事
前
の
心
配

事
後
の
心
配

秘密厳守

全メニューにハイパージェットスプレー付！

お問い合わせは、くにびき地区本部　資産相談センター TEL ０85２-55-３０4０

「もっちゃおカード」、「セディナカード」

ご提示の方は全メニュー100円引き！
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